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　「主を見て喜ぶ」－このことこそ、信仰の出来事
である。この喜びは、彼らの自我（自意識）によっ
て作られた喜びではない。－復活の主を見たら喜ぶ
ことが信仰的であり、信心深いことであり、私は信
仰的であり、信心深い人間になろうとして
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喜んだと
いうわけではない。また、復活の主を見たら喜ぶべ
しという戒めに服従して、喜んだというものでもな
い。（そもそも、そのようなものが＜喜び＞といえ
るだろうか。）
　弟子たちは、復活の主が目の前に現われたので、
思わず（すなわち、彼らの自我《自意識》の決心や
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決断ぬきに）喜んだのである。この＜喜び＞は、全く、
弟子たちの自我（自意識）の協力なしに、復活のキ
リストの現臨が、彼らの心に（まさに無から有を呼
び出し、闇の中に光を出現させたように）引き起こ
した奇跡－創造者なる神の一方的な恵みの御業によ
るのである。この復活の主を喜ぶ人こそ、創造者な
る神の＜霊＞、その内実である神の＜愛＞によって
新たに創造された「新しい人」であり、「信仰者」
なのである。
　それに対して、「古い人」とは、自分の自我（自意識）
の意思・決心・その実行によって、信仰者（信心深い
者）になって、神に認められ、神にほめていただき、
そのようにして救われようとする人間である。（そ
もそも、人間の自我《自意識》は、人間が罪に堕ち

た時に現われた罪人の主体なのである（創世記3章7
節参照）。
　弟子たちは、イエスにつき従うその歩みの中で、
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なきまでに、そのような「古い人間」の在り方
に挫折したのである。（彼らは、みな、イエスを見
捨てて逃げ去ったのである。）彼らは、彼らがより
頼んでいた自分という人間に完全に絶望し、虚しく
なって、ただ暗闇の中に佇

たたず

むこと以外何もできなく
なっていたのである。－そこに、復活の主が現れた
のである。そして、「シャローム：平安あれ」と言わ
れた。それは、「あなたがたのすべての罪はゆるさ
れている」ということである。（イエス・キリストの
十字架の死によって、彼らのすべての罪は、永遠に
償われたのである。）人間のすべての罪を無力化し、
死を消滅させて、「シャローム」を宣言された復活
の主を見て、弟子たちは「喜んだ」のである。この
「喜び」の中を生きる人間、それが、信仰者であり、
キリスト者である。
　それ故に、私たちは、くり返し、くり返し、主の
復活された日曜日に、復活の主に出会うために、ま
た、復活の主の「シャローム」の宣言を聞くために、
聖餐の「パンとぶどう酒」を囲み、復活の主を証言
する「聖書」の御言葉に聞く必要があるのである。
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新しい人
　その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人を恐れて、自分た
ちのいる家の戸に鍵をかけていた。そこへ、イエスが来て真ん中に立ち、『あな
たがたに平和があるように』と言われた。そう言って、手とわき腹とをお見せに
なった。弟子たちは、主を見て喜んだ。（ヨハネによる福音書20章19－20節）
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